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耳 鼻咽喉 科領域 におけ るFleroxacinの 臨床 的検 討
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耳鼻咽喉科領域感染症患者26名 について,ニ ューキ ノロン系合成抗菌剤fleoxacinの 臨床的検討 を

行 った。対象は急性中耳炎1例,慢 性 中耳炎急性増悪5例,急 性副鼻腔炎4例,慢 性副鼻腔炎急性増悪

6例,急 性扁桃 炎9例,慢 性咽頭 炎1例,計26例 であ った。投与方法 は1日100～400mg,3～13日 間

経 口投与 した。臨床効果 は著効13例,有 効7例,や や有効2例,無 効3例,判 定不能1例 で,有 効率 は

80,0%,細 菌学的効果 は菌消失率 が80.0%で あ った。
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今 回,我 々は耳 鼻咽 喉 科領 域 感染 症 に対 す るflero-

xacinの 臨床的検討 を行 ったので,そ の結果 を報告する。

対 象症例 は昭和62年3月 か ら昭和63年2月 まで に順天

堂大学耳鼻咽喉科お よび関連病院耳鼻咽喉科 を受診 し,

治験 を同意 した26名 である。性別は男性18名,女 性8名

で年齢 は16歳 ～78歳 であ った。疾患の内訳 は急性 中耳

炎1例,慢 性 中耳炎急性増悪5例,急 性副鼻腔 炎4例,慢

性副鼻腔 炎急性増悪6例,急 性 扁桃 炎9例,慢 性咽頭炎1

例,計26例 であ った。投 与方 法 はfleroxacin 1日100～

400mgを1～2回,3～13日 間経口投与 した。細菌学的検

査 は本剤投 与前後 に感染部位 よ り検体(耳 漏,扁 桃膿 苔

など)を採取 し,東 京総合臨床検査 セ ンターに送付 して,

菌種の同定お よびMIC測 定 を実施 した。臨床効果 判定 は,

本剤投与前後の自他覚症状の推 移および分離菌の消長に

も とづ き,著 効(excellent),有 効(good),や や 有 効

(fair),無 効(poor),判 定不能(unknown)の5段 階に判定

した。細菌学的効果判定は本剤投与前後の分離菌の消長

に より,消 失(eradicated),一 部消失(partly eradicated),

不変(unchanged),菌 交代(replaced),不 明(unknown),

の5段 階に判定 した。

対 象症例26例 の概 要 をTable 1に示す。 なお,対 象症

例 の うち慢性 中耳炎急性増悪 の1例(No.6)が 有効性 を判

定す る前に他剤に切 りかえてい る為,臨 床 効果,細 菌学

的効果の判定は 「判定不能」 とし,評 価対 象よ り除外 し

た。 しか し,患 者 の副作用の有無については確認で きた

ので 安全性 の評価対象 と して採用 した。疾患別臨床効

果は急性 中耳炎1例 で は,や や有効1例,慢 性中耳炎急

性 増悪4例 で は著効2例,有 効1例,無 効1例,急 性副鼻

腔 炎4例 で は著効1例,有 効2例,無 効1例,慢 性副鼻腔

炎急 性増悪6例 では,著 効3例,有 効2例,無 効1例,急

性扁 桃炎9例 で は著効7例,有 効1例,や や有効1例,慢

性咽 頭炎1例 では,有 効1例,全 体で は評価 対象症例が

25例 で,そ の うち著効13例,有 効7例,や や有効2例,

無効3例 で有効率 は80.0%で あ った。

各症例 の細菌学 的効果 はTable 1に記載 したが,そ れ

を集計す ると消失18例,一 部消失1例,不 変4例,不 明2

例 であ った。 また,分 離菌株 数は27株 で最 も多 く分離

さ れ た 菌 はStaphylococcus aureus 6株 で あ り,次 いで

Streptococcus pyogenes 4株,Haemophilus influenzae 4株 な

どであ った。全体で は評価 可能株が25株 でその うち20

株が消失 し,80.0%の 菌消失率であった。

副作用 としては1例 に嘔 気 ・嘔 吐が認 められたが,投

与 中止 によりすみやかに消失 した。なお,臨 床検査値異

常 は1例 も認 められなか った。

Fleroxacinは杏林製薬株式 会社で開発されたニューキノ

ロン系合成抗菌剤で,グ ラム陽性菌及びグラム陰性菌に

対 し,幅 広い抗菌 スペク トルを有す るといわれている1)。

今回,臨 床的検討 を行 った結果,慢 性中耳炎急性増悪

急性 副鼻腔 炎,慢 性副鼻腔炎急性増悪,急 性扁桃炎,慢

性咽頭炎に対 して非常 に優れた成績 であった。 なお,急

性中耳炎の成績が芳 しくなか ったが,そ の理由は症例数

が1例 のみであ り,ま た投与方法 も1日1回100mgで あっ
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Table 1- 1. Clinical efficacy of treatment with fleroxacin
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Table 1- 2. Clinical efficacy of treatment with fleroxacin
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たことによる と思 われる。

細菌学的効果 は菌消失率が80.0%で,臨 床効果 を裏付

ける良い成績 であった。

以上 よ りfleroxacinは耳 鼻咽喉 科領域感染症 に対 して,

有効性,安 全性 の高 い優 れた薬剤 と考 えられ,今 後の感

染症 治療 に有意義 な薬剤で あると思 われる。
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We studied the clinical efficacy of fleroxacin in 26 patients with various otorhinolaryngological infections.

Fleroxacin was administered orally at a daily dose of 100 mg to 400 mg for 3- 13 days. As a result, an overall clinical

efficacy rate of 80.0% was obtained.

With respect to bacteriological effect, the eradication rate was 80.0%.


